
岡山の未来を耕すイベント

これから社会人となる学生
働き出してまだ日が浅い若手社会人
進路の選択を迫られる高校生
・・・
これからの岡山の未来を耕す若者

そして、50人の社会人と魅力的な在る方、働き方
そんな50×50のキッカケが生まれた日
～2012年1月7日～
その活動の記録

2012年2月

だっぴ実行委員会
かいわれの会

「だっぴ50×50」の”魅力的なゲストと若者が集まる場作り”というコンセプトに共感
して集まった、かいわれの会メンバーや前回のだっぴイベントに感化した学生たちで構
成されています。実行委員会のメンバーも現在”だっぴ”中です。

だっぴ実行委員会
だっぴ50×50とは、自分の生き方について考える若者５０人と既に岡山で自分の在り方を見つけて
魅力的に生きている人との出会いの場。
この場をコーディネートし、広げて行くために集まったのが、“だっぴ実行委員会”の面々。かいわれ
メンバーや前回のだっぴイベントに参加したワカモノ達で構成されています。

かいわれの会　（ブログ：http://blog.canpan.info/kaiware2/profile）
20代、30代を中心とする有志の任意団体で、“10年繋がれる仲間を作り”と“地域を持続可能に楽
しくしていくこと”を目的に2007年3月に始動。 
これまで、2ヶ月に一度程度の頻度で、日本全国からゲストを呼んだ勉強会と交流会を開催する他、
大学生への講師派遣や、映画上映、だっぴイベントなど着実な顔の見えるコミュニティを構築してき
ました。
イベントでは、毎回２0人～60人くらいの岡山県内で活躍する若手社会人や学生、ボランティア団体
などの方が参加しており、ML登録者数は100名超。
　　か：環境に　　い：一生懸命な　　わ：若い人達の　　れ：連携
の頭文字をとって命名しています。
※本イベントは、そんなかいわれの会から派生したイベントの第4回目です。

2009年　3月8日　　 だっぴ2009開催
2010年　 3月7日　　 だっぴ2010開催
2010年12月19日　　 だっぴ50×50

・・・・・・・・・・87人参加
・・・・・・・・・・53人参加
・・・・・・・・・・・101人参加

プロデューサー：柏原 拓史（かいわれの会 代表）
会計&事務・企画（ブログ担当）：萩野 倫子
広報・企画：藤井 裕也（美作市地域おこし協力隊）
　　　　　 三宅 真史
　　　　　 明田 直子（岡山大学大学院2年）
　　　　　 神埼 拓也（岡山大学大学院2年）
　　　　　 日野 宗一郎（岡山大学3年）
　　　　　 草地 陽子（岡山大学3年）
　　　　　 熱田 尚子
司会：赤木 佑衣（香川大学4年）
パンフレット
　　アドバイザー：岩藤 百香（川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 助教）
　　デザイン：川原 由依（川崎医療福祉大学3年）
当日スタッフ：岡山大学 環境部「エコロ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※2012年3月時点



本企画イベントは、地域活動における若者力の向上を目指し、2010年度より岡山で開
催されてきたものです。
地域で活躍する50人の魅力的な社会人をゲストとして招待し、参加者としては、今後
の地域社会の重要な軸を担う若者50人を募集して開催しました。
　　
企画から準備、当日までは、環境や地域づくりを担う若者のネットワーク作りを担う、
“かいわれの会”という任意団体が中心となり、学生と共に実行委員会を組織し開催
しています。
 
目指す未来としては・・・
　　●学生や若手社会人が今後の未来を考えるキッカケとなる出会いの場が、地域に
　　　当たり前にある。
　　●そして、その当たり前の場を作るのは、当事者で組織された若者であり、運営に
　　  関わる若者自身の成長にも繋がる。
　　●そして、その“成長と繋がりの場”を、地域社会や企業が応援し、継続する仕組み
　　  が作られている。
　　●その結果として、地域の人的資源が向上し、地域がより豊かになっている。
 
この冊子は、そんな未来を夢見て開催された、2012年1月7日の“だっぴ50×50”の
内容を記録したものです。
　
東日本大震災では、多くの悲しみと厳しい現実が生まれました。同じ日本に、今生きる
者として、この動き、活動があったから、未来のあの姿があったと言える“確実な動き”
を作っていく必要があると考えています。
　　
イベントのコンセプトは、「地域の未来を耕す」ことです。
 
このイベント本来の目的を達成するために、冊子を手にした皆さま一人ひとりの方のご
協力やご支援などを頂ければ幸いです。

2012年2月　実行委員長
柏原拓史

【日時】：2012年1月7日（土）13:00～17:30
【会場】：国際交流センター　国際会議場
【規模】：1１8人（若者６０人、社会人ゲスト４８人、スタッフ１０名）
①参加者として・・・10代、20代、30代のこれからの岡山を担う若者：60名
②ゲストとして・・・豊かな未来をつくりたいと軸をもって働いている社会人：48名
　　　　　　　その人の物語（Story）がグッとくる人（過去）
　　　　　　　「今」を大切にしてイキイキしている人（今）
　　　　　　　未来を耕している人（未来）
【実施内容】
（１）イベント実施まで
　　●HPおよびブログによるゲスト情報の発信
　　●上記含め各種メディア媒体を用いた広報とイベント認知度の浸透（定着のため）
　　●協賛金の依頼と確保（地域が支える継続したイベントを目指すため）
　　●フェイスブックの活用
　
（２）当日
　　●アイスブレイクを取り入れた雰囲気作り・・・・・・・・・・・（場を創る）
　　●ゲストの活動紹介（口頭および仕事道具の展示など）・・・・・・（活動を知る）
　　●少人数のグループに分けた、トークセッションの実施・・・・・・（気付きを深める）
　　●参加者で内容を共有する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（気付きを共有する）
※当日の流れ
　　12:00～13:00　準備、受付
　　13:00～13:30　オープニング＆アイスブレーキング
　　13:30～15:25　トークセッション１（12グループ）
　　15:25～16:00　休憩（フリー交流）
　　16:00～17:00　トークセッション２（12グループ）
　　17:00～17:30　クローズイベント（共有化）

（３）イベント実施後
　　●次年度の開催に向けた実行委員の募集（気付きから成長の場を提供）
　　（参加者60名の内、18名から次回実行委員会への参加希望があった）
　　●報告書の作成と地域への公開

【特別助成】　福武教育文化振興財団
【協賛】　明和製紙原料株式会社、（株）積水ハウス岡山シャーウッド住宅支店、
　　　　倉敷木材株式会社、自然派ワインのお店 プレヴナン、
　　　　ゲストの方より　長谷川真紀さん、渡邊博之さん、小笠原ヒロ子さん
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司会は実行委員でもある香川大学4回生の赤木佑衣さん。
会場の右半分と左半分に分かれたゲストと参加者の皆さんに、一日の流れと
イベントへの想いなどを優しい語り口調で伝えながらスタートしました。

写真のダースベーダーと3人のジョブ
ズは、オープニングのスペシャルゲス
ト。楽しい寸劇で、イベントの開幕を宣
言してくれました。

トークセッションは、10人くらいのグ
ループを作り、全部で12個の縁を
作って行いました。1回のトークセッ
ションは10分くらいで、計5回、人が
入れ替わりながら、より多くの人と話
をするという仕組みです。

このトークセッションでは、ゲストも参
加者も全員が自分の考えを話すこと
が出来るように、フリップを用いたトー
クセッションとしました。

そして、ゲストの人は、自分の自己紹介をオリジナルの
履歴書と言う形で紹介し、参加者は参加した理由や期
待などを話しながらセッションがスタートします。
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アイスブレイクで緊張が解けたところで、
いよいよイベントのねらいである、“新しい出会いと繋がり”を演出するための
トークセッションを行いました。

オープニングのあとは、場を和ますために、
ゲストと参加者を交えた“ヒューマンチェーン”というゲームをします。
複雑に絡んだお互いの手をほどきながら、初対面の心もほぐしていきます。



参加者もゲストも立場を超えて、お互
いの話に真剣に耳を傾けます。
不思議な高揚感と一体感が会場を包
みます。

ゲスト、参加者、共に、自分に問いか
けながら真剣に、答えてくれました。そ
して、その真剣さがあるからこそ、共
感が生まれ、笑顔が生まれます。

フリップを使って話すテーマは、実行委員である学生や若
手社会人が、参加者と同じ等身大の自分たちが、ゲストか
らどんなことを聴きたいかを考えて決めました。
例えば「仕事を決めるときや、働いていく上で大切だと思
うこと」や「若いときにやっておいて良かったこと、決断し
て良かったこと」「いままで大切にしてきたことや生きが
い」などなど、その人がどういう風に生きているのかが分
かるようなテーマを中心に行いました。
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参加者の表情



そのほか、それぞれのグループごとに、色々な出会いと多くの心の動きが見られていました。
心が動くような出会いだからこそ、新しい縁が生まれ、繋がりが広がっていく。
そういう未来に咲く種の一枚一枚です。
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最後は、参加者やゲストの感想などを共有しながら、
エンディングを迎えました。 会場には、ゲストの皆さんに自分の仕事道具や活動を表すもの

を持ってきていただいて展示しました。

会場には、自衛隊岡山地方協力本部様にご協
力いただき東日本大震災の被災地活動パネル
を設置させていただきました。

今回のイベントでは、参加費は頂きませんでし
た。その分、会場では、東日本大震災支援募金
箱を設置し、募金の呼びかけを行いました。集
まったお金は、AMDA社会開発機構様を通じ
て被災地支援に役立てていただきました。

ゲスト自己紹介シート、名札、スケッチブックな
ど。

写真はゲスト紹介シートを見る参加者。
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つながり創出ファシリテーター
長谷川　真紀
地域開発コンサルタントとして働
くかたわら、「日本青年国際交流機
構」のスタッフとして活動。

美作市地域おこし協力隊 隊長
井筒　耕平
「 美 作 市 地 域 おこし協 力 隊
（MLAT）」隊長。自然エネルギー
の専門家で、田舎で自分を鍛える
べく美作市上山に乗り込む。

発酵食品OM-X社長
高畑　宗明
健康食品会社OM-Xの社長を務
める。製品をより広めるため、世界
中を飛び回る。

大畠牧場　牧場主
小林　勝彦
美作の山外野で牧場を経営する。
繁殖和牛を飼育し一代で牧場をつ
くる。趣味はチェンソーアート。

石井　達也
吉備団子を配って日本一周したド
リームメーカー！近日、本を出版予
定。

岡山NPOセンター
石原　達也
「岡山NPOセンター」元事務局長
として、県内のNPO活動をサポー
ト。市民活動の若きスペシャリスト。

バーコントワール
園田　浩也
磨屋町にバー「コントワール」を構
えるバーテンダー。Plugのモデル
も務める。

刀鍛冶
川島　一城
備前長船で日本刀を制作する刀
匠。刀作りの座右の銘は「剣心鍛
道」。

写真家
福田　玄
元国会議員秘書という経歴をもつ、
旅するカメラマン。

生きもの博士
大林　和弘
養蜂場を退職後、実家の田畑で
「科学的有機農法」に取り組む。原
木なめこは絶品。

司法書士
新田　祐子
岡山生まれ、岡山育ちの司法書士。
アロマテラピー検定１級を持ち、
ダンス・お酒・ドライブと多趣味。

ラジオパーソナリティー
加藤　昌美
ラジオのパーソナリティーを中心
に活躍するフリーアナウンサー。
レディオモモでは「コトバラジオ」
などを担当。

高校生のキャリア支援
脇坂　志穂
高校生向けの教材作りで、キャリ
ア形成を支援！広い視野で教育を
見つめる。

明和製紙原料社長
小六　信和
信念貫く古紙リサイクル会社「明
和製紙原料」社長。紙はゴミじゃな
い！

フリーシンガー
okametic
小さい頃から教会で歌とともに育
ち、DJやシンガーとして活躍。現
在 は「ゴスペ ルクワイヤ ー 
COLORS」講師。

Takechiyo
‘人に寄り添う’インテリアアート作
家。自然光や見る人の感情で変化
する「一緒に暮らしていく」作品を
制作。

タブララサ理事長
河上　直美
NPO「タブララサ」理事長。西川
での有機マーケット「いち」などを
企画し、おしゃれでエコな要素を
取り入れた生活を提案。

チャリティーサンタ岡山　代表
渡辺　泉
大学職員をしながら、「チャリ
ティーサンタ」岡山支部代表とし
て、岡山に笑顔をあふれさせる活
動を行う。

生きもの博士
山田　哲弘
学校訪問100校以上の経験を持
つ「生き物インタープリター」。環
境教育や自然体験を手掛ける。

パン屋タルマーリー
渡邉　格 ・ 麻里子
千葉県から勝山に移住し、「良い
水」にこだわったパン屋「タルマー
リー」を夫婦で経営する。

宮大工
芥川　英祐
若くして棟梁をつとめるバイタリ
ティ満載の宮大工。

テレビ局部長
大曽根　理歌
TV制作部プロデューサー兼ディ
レクターとして、岡山に笑顔を増
やす番組を制作する。

お笑い芸人
リンクアップとっしー
岡山を中心にフリーで活躍するお
笑い芸人。司会業や湯郷ベルのス
タジアムDJとしても活躍。

greenz.jp　副編集長
小野　裕之
あなたの暮らしと世界を変える
グッドアイデア厳選マガジン
「greenz」副編集長。

サウダーヂエンターテイメント
市議会議員
森山　幸治
カフェやバーなどを手掛けるサウ
ダーヂエンターテイメント代表に
して、市議会議員。

カフェ・エコリュクス　オーナー
渡邊　博之
カフェ「エコリュクス」を経営する
ほか、現役ダイビングインストラク
ターや写真家としても活躍。

高校教諭
三宅　典子
公立高校教諭のESD（持続可能
な開発のための教育）スペシャリ
スト！

SPOｘT代表
石田　篤史
行政職員にして、まちづくり団体
「SPOｘT」代表。世界のCMフェス
ティバルや422人マラソンリレー
を主催。

日本夢大学プロジェクト
斎藤　直人
進学塾の経営と同時に、自由に夢
を語り夢に向かって勉強できる
「日本夢大学」立ち上げに向けて
事業を展開。

明和製紙原料株式会社
湯場　俊一
「明和製紙原料」所属。リサイクル
アドバイザーとして年間に100校
もの小学校で出前授業を実施す
るお兄さん。

俺たちプロレス軍団
グレートムタイガー
年数回プロレス大会を開催する
「OPG」のエース。そのマスクの
下は高校教諭という噂。

子ども未来・愛ネットワーク代表
大塚　愛
福島での自給自足生活から、震災
を機に岡山に移住。現在は子ども
を守る活動も展開する大工さん。

養鶏場
横尾　勤
結婚を機に、銀行員から大規模養
鶏場の経営者へと転身。

市議会議員
鬼木　のぞみ
岡山市議会議員。国際理解教育と
国際協力に関する「南北ネット
ワーク岡山」事務局長。

岡山そうじに学ぶ会
小西　敏之
「岡山そうじに学ぶ会」代表。県内
の高校のトイレ掃除に地域で取り
組み、よりよい地域作りをめざす。

NPO法人「てっちりこ」
岡本　勝光
岡山の県北、鏡野町で地域農家と
協働して唐辛子生産組合を立ち
上げたNPO法人てっちりこの顧
問。田舎での課題解決に取り組む。

有限会社ニッティ・グリッティ
小笠原　ヒロ子
会議の通訳などを扱う「ニッティ・
グリッティ」代表取締役。翻訳家と
しても活動。

留学ジャーナル
中島　圭一
留学・海外就職・ワーホリ…経験豊
富な人気 留学カウンセラー。

有限会社スコレー
大内　盛勢
岡山県内初ドラゴンフルーツを育
てる洋ランイケメン農家。通称「ド
ラゴン王子」。

大学職員
荒木　秀治
学生と地域との橋渡しに尽力する
大学職員、学生の被災地支援活動
を支援したり、NPOインターンの
実行委員も行う。

エリア・イノベーション
藤井　智晴
NPO「エリア・イノベーション」代
表。岡山の若者の挑戦と地域産業
にイノベーションを起こすべく活
動中。

養蜂場職員
粟冠　綾子
はちみつが世界を救う？養蜂場職
員にて元環境NGOスタッフ。

備前焼作家
寺園　証太
備前焼に魅入られ岡山へ移住、修
行後、独立。登窯も手作りするこだ
わり派。

親子で世界一周
岸川　杏子
１１ヶ月の子供と世界一周！アーユ
ルヴェーダセラピスト。

参参加者の感想（抜粋）
●いろんな人の言葉・思いを聴くことができた。
●独特な生き方をしている人の話を聞けた。
●多くの生き方をしている人。輝いている人に出会えた。
●スケッチブックがあることで、参加者が発言する時間が増えた。
●今回もたくさんの生き方、世界観を感じることができた。
●人生の先輩方のお話を聞かせていただいて、転職する勇気をいただきました。全てではないけど、半分
　だっぴできたと思う。
●社会人が50人以上いて、その方とお話しできるとう空間を作っているのがすばらしいと思います。お疲
　れ様でした。
●いろいろな人の話がためになった。もっと時間が多ければよかったです。
●この会の場を設けてくださったことに感謝です。もっと多くの人と話したかった。ポスターセッション的な
　ものがあったらうれしかったかもです。
●岡山におもしろい人がたくさんいて出会えて、これからの岡山が楽しみになりました。
●いろいろな人と触れ合うことはなかなかない。すごく良い。
●いろいろな業種の人と堅苦しくなく話せた。もう少し時間がほしかった。でもこれくらいがよかったと思
　う。
●ジョブズのシュールなネタ、司会者の甘がみがけっこうツボりました。いろんな人と話せたことが楽し
　かった。
●いろんな仕事の芯を聞けた。次につなげられるかなぁ。
●さまざまな人の意見が聞け、そして自分の意見・考えを発表できた。

男女比

参加したきっかけ

男性 60%
女性 40%

属性

学生 33%

会社員 23%

その他 44%
（自営業など）

年齢層

10代 11%

20代前半
34%

20代後半
14%

30代前半
20%

それ以上
21%

参加してよかったか

知人の紹介 87％

その他 4％
ＳＮＳなど 6％
チラシ 3％

良かった 98％

良くなかった 0％
わからない 2％

来年の参加について

参加したい 98％

したくない 0％
わからない 2％
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収入 支出
助成金 会場費250,000円 60,300円
協賛金 フライヤー・ＨＰ作成費50,000円 85,340円
参加費 報告パンフレット0円 52,500円

雑費（一部謝金等含む） 69,495円
次年度繰越金 32,365円

300,000円 300,000円
※協賛金 ： 一口 ５,０００円～

●ゲストが刺激的だった。
●人の数だけ違う働き方があることに勇気をもらった。
●おもしろい人ばっかりだった！欲を言えば、全員とセッションしたい・・・。
●春から就職ですが、学生のうちに参加できてよかったです。ただ、順番に話していくだけで、one wayな
　コミュニケーションが多く、深い話や質問がしずらかったのが残念。興味のあるパネルについて話してい
　くという進行方法をもう少し時間をかけて説明しても良かったと思う。
●いろんな職種、いろんな考え方の人に出会えました。
●お題がたくさんあり、うわべだけの話しかできなかったので、フリートークがいい。また、連絡先交換する
　時間を設けて下さるとありがたかった。
●いろんな人たちのお話が聞けたこと。普段会わない人の話がとても良かったです。もった話したかった
　です！！
●スタッフの方全員が主体的に参加し、最幸のイベントにしようとしていたのがとても伝わってきました！
●率直な自分のままで、今の自分を語ることができ、且つそんな自分と岡山で活動するみなさんが出会わ
　せてもらった。
●岡山にこんな場とすごい人たちがいるのを知った。
●社会に出たさまざまなジャンルの方のお話・考え方が生で聞けた。
●尊敬できる話をする人ばかりだった。いい刺激になった。
●たくさんの人と出会い、考え方・生き方をたくさん知ることができ、良かったです。
●色々な生き方を知ることができて勇気をもらったし、自分の凝り固まった考え方が少しほぐれた。

ゲストの感想（抜粋）
●雰囲気がGood！！
●色んな人の話が聞けてよかったです。運営スタッフの進行も盛り上げ方も前回よりよかったと思います。
●全体的に良かったです！ただもう少し質問数を絞ってもいいかも。
●さまざまな人の話を聞くことで、自分自身再認識とがんばっていかなければいけないと感じました。
●働くということを再認識でき、たくさんの共感を産むことができました。
●進行方法、スタッフの工夫がよかった。
●スタッフのホスピタリティあふれる対応、進行・役割分担すごく練られていて、いい感じでした。
●先輩と後輩の多様な生き方・考え方に触れることができた。
●ワクワク感、進行もスムーズで素晴らしかったです。
●利害関係を超えて社会人と学生が素直に語り合える場は最高でした。９９点は続く・・・の意味をこめて。
●たくさんの人と交流がもてたこと。自分もゲストではありましたが、とても勉強になりました。
●時間を有効に使えるような「グループ分け」「スケッチブック」「お題提供」などの工夫。ただ長時間で少し
　疲れた。
●それぞれが自分の中の掘り起こし作業をして、自己を振り返れたと思います。初心に帰ることができた
●多くの若い人とのつながりが持てた。
●昨年良かったのですが、今年はさらにバージョンアップされていた。色んな想いや工夫に触れ、心地よい
　ひと時でした。
●沢山の若い方が参加し、率直に話してくれたことがよかった。
●普段接する機会のない方々と話をすることが大きい。
●輝いている人の再発見ができた！
●日本もまだまだ捨てたもんじゃないな。
●一人でも公演できるような人々とマンツーマンに近い形で話せるのは若者にとってスバラシイ。
●沢山の人とつながれる工夫があった。人の本質に触れられるような質問があり、相手のことがチラッとで
　も見られた気がします。質問の数を少し減らし、話す時間を増やすといいと思います。
●参加者もゲストも素になって語り合うことのできるプログラム。
●沢山の人としゃべれる点は良い。会話時間が短かったのが良くない。
●短い時間で多くの人との出会いありがとう。
●今年も若い方の考えていることに触れられました。
●発表者が多くありよかった。


